
つぎ，なにする？
LEDのつぎ：セカンドステップ



「mbedのセカンドステップ」というお題で話をしようと決めたまでは
良かったのですが，何が「セカンドステップ」となり得るかで悩みまし
た．つぼいさんからのPCA9629A※1(ステッピングモータ・コントロー
ラ)の紹介にしてはどうかとアドバイスを頂き，取り組みはじめたので
すが，これにはI2Cやステッピングモータなどの基本を押さえた上での
解説が必要です．しかしこれを短時間で行なうのは非常に困難．私も仕
事でそういう製品の担当であるわけですが，モータ関連は3年前までは
よく知らない分野でした．初心者の方の中には当時の私と同じような人
も居られるはず.. そんなわけで会社の名前を背負って前に出てきている
にも関わらず，弊社製品の説明はしません(^^; ホントに簡単にステッピ
ングモータを回す基本の所を解説するだけになります．プレゼン・スラ
イドのページ数はびっくりするぐらい多いですが，もうそのほとんどが
パラパラマンガ的に使うページなので内容は非常に薄いです..

※1 : PCA9629, PCA9629A → http://ip.nxp-lpc.com/sm/motor/

http://ip.nxp-lpc.com/sm/motor/


mbedはとっても簡単

LEDを点滅させることを目標に
すると，すぐに終わってしまう

せっかく手に入れたmbed
「積み基板」にするには 
もったいない



mbedはとっても簡単

LEDを点滅させることを目標に
すると，すぐに終わってしまう

せっかく手に入れたmbed
「積み基板」にするには 
もったいない

Cookbook，Components
ページはネタの宝庫



mbedはとっても簡単

LEDを点滅させることを目標に
すると，すぐに終わってしまう

せっかく手に入れたmbed
「積み基板」にするには 
もったいない

LED点滅プログラムを 
応用できない？

デジタル信号で動くモーター



ステッピングモータを 
動かしてみる



ユニポーラ型 
ステッピングモータ



ステッピングモータには 
• ユニポーラ型 
• バイポーラ型 
があります．

今回説明するのはユニポーラ型 
「バイポーラ型ってどんなの？」と言う方は.. 
こちらをどうぞ 
http://mbed.org/users/okano/notebook/stepper-motor/

http://mbed.org/users/okano/notebook/stepper-motor/


共立さんにも安くて面白そうな 
モータがいっぱい (^^)



（‾ー‾?）
「ステッピングモータ」ってナニ
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コイルに電流を流して
磁石にする ← 励磁 



ステップで動くからステッピングモーター



(ﾟ∇ﾟ)
なるほど！
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コイルを次々に磁化させていくことでモータを回します． 
この例では12ステップ動かせば軸が1回転します



このモータでは内部に 
20ステップ/回転のモータが
入っており，さらに1/18比
のギアを介して軸が回るため 
360ステップで軸が1回転し
ます

1ステップ=1°の動作



┐(́～`；)┌
線がいっぱい出てるけど？
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このスイッチ操作を 
mbedにやらせる！

電源



(ﾟ∀ﾟ) !
それなら簡単
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なにこれ
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HIGHのとき

電流が 
流れる
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3.3V 電源
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mbedでHIGHとLOW
を切り替えてやる

HIGHのとき

電流が 
流れる
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電流は 
流れない



(ﾟ∇ﾟ)
へぇ！ 
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このモータの標準的な電圧は12Vですが，
モータの発熱などをそれほど気にしなくて済む
ように低い電圧を使っています．
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今回のモータであればUSBからの5V電源を使うこともできます

VU

電源はUSBから



p24
p25
p26

DigitalOut  motor_out0( p26 ); 
DigitalOut  motor_out1( p25 ); 
DigitalOut  motor_out2( p24 ); 
DigitalOut  motor_out3( p23 );

この4つのピンに 
HIGH(3.3V)とLOW(0V)を
出力させたいp23



DigitalOut  motor_out0( p26 ); 
DigitalOut  motor_out1( p25 ); 
DigitalOut  motor_out2( p24 ); 
DigitalOut  motor_out3( p23 );

motor_out0  = 0; 
motor_out1  = 0; 
motor_out2  = 0; 
motor_out3  = 0;

詳しいコード例は 
あとでちょっと出てきます

LED1～LED4の代わりに 
p23～p26を指定してピンにデジタル信号を出力

0を代入するとLOWに 
1を代入するとHIGHに
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ところでこの部分，面倒ですよね． 
しかもこのままでは回路を壊しかねません
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( ꒪『 ꒪)
そうそう「トランジスタ」とかどうすれば？



先ほどのスイッチ回路に 
ドライバチップを使ってみます



このチップ， 
中にこの様な回路が8個入ってます

耐圧50V，チャンネルあたり0.5Aまでの駆動能力があるので，
先ほどのモータに対して充分な余裕があります． 
たとえばモータに9Vをかけても，チャンネルあたりのモータの内
部抵抗が68Ωなので，それほど大きな電流は流れません

回路内には逆起電力クランプ用(回路保護用)
ダイオードが入っているのでCOMMON端子を
電源につなぐことを忘れないこと！
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この例では黄色いmbedを使ってみました 
LPC1114でも同じことができます（́(ｪ)｀）



（ﾟ▽ﾟ*）
いがいにかんたん♡



#include "mbed.h" 
!
DigitalOut  motor_out0( p26 ); 
DigitalOut  motor_out1( p25 ); 
DigitalOut  motor_out2( p24 ); 
DigitalOut  motor_out3( p23 ); 
!
int main() { 
    while(1) { 
        motor_out0  = 1; 
        motor_out1  = 0; 
        motor_out2  = 0; 
        motor_out3  = 0; 
        wait( 0.01 ); 
         
        motor_out0  = 0; 
        motor_out1  = 1; 
       

        motor_out2  = 0; 
        motor_out3  = 0; 
        wait( 0.01 ); 
         
        motor_out0  = 0; 
        motor_out1  = 0; 
        motor_out2  = 1; 
        motor_out3  = 0; 
        wait( 0.01 ); 
         
        motor_out0  = 0; 
        motor_out1  = 0; 
        motor_out2  = 0; 
        motor_out3  = 1; 
        wait( 0.01 ); 
    } 
}



簡単なサンプルを作っておきました (^^) 
http://mbed.org/users/okano/code/unipolar_stepper_motor_operation_sample/

http://mbed.org/users/okano/code/unipolar_stepper_motor_operation_sample/


最も単純な4つのLEDの順次点滅から， 
徐々に発展させていく各過程を保存してあります

「Graph」タブをクリックすると，この公開されて
いるコードの履歴を見ることができます



リビジョン番号をクリックすると， 
前のリビジョンとの差分が表示されます

ファイル名をクリックすると 
そのリビジョンのファイルが 

表示されますプログラムの履歴を見てみよう



このコードは簡単に自分のコンパイラページに
「インポート」することができます

プログラムは履歴ごとインポートされます



コンパイラページに「インポート」しているところ



インポートすると 
最新版が取り込まれます

インポートしたプログラムは履歴を含んでいます． 
「Revisions」ボタンを押せばそれを見ることができます



インポートしたプログラムは履歴を含んでいます． 
「Revisions」ボタンを押せばそれを見ることができます

古いコードに切り替えるときは，その項目を選択しておいて「Switch」ボタン 
を押します．そうするとプログラムは保存された古いコードに置き換わります

① 「Revision」ボタンを押す

② 切り替えたい対象のリビジョンを選択

③ 「Switch」を押して切り替え



古いリビジョンに切り替わりました (^^)

コンパイルする前にはターゲットの設定を確認！



プログラムを書いている時には活用しましょう． 
うまく動いたプログラムを履歴に残しておけば， 
その後の変更でおかしくなっても「元に戻す」 
ことができます (^^)♬ 

「Commit」ボタンで，その時点のプログラムを 
履歴として保存しておくことができます 



注意
モータやドライバチップが過熱状態になることがあります．ONになりっ
ぱなし状態には注意 

電源電圧，モータ，ドライバチップを変更する際は慎重に 

大きな電流を流すことで，大事な部品を壊したり，燃やしたりする可能
性があります 

わからない時には，わかりそうな人に聞くこと 

工作は自己責任の範囲で



• ステッピングモータSPG20-1362 

 http://akizukidenshi.com/catalog/g/gP-04241/ 

• トランジスタアレイ(8chダーリントンシンクドライバ)TD62083 

 http://akizukidenshi.com/catalog/g/gI-01516/ 

• ステッピングモータの簡単なコード例 

 http://mbed.org/users/okano/code/unipolar_stepper_motor_operation_sample/ 

• NXPのマイコンについての日本語情報は 

 http://www.nxp-lpc.com 

• mbed関連情報 

 http://mbed.org/users/nxpfan/notebook 

 

i

http://akizukidenshi.com/catalog/g/gP-04241/
http://akizukidenshi.com/catalog/g/gI-01516/
http://mbed.org/users/okano/code/unipolar_stepper_motor_operation_sample/
http://www.nxp-lpc.com




補足情報
ステッピングモータの説明書にはよくつぎのような図が描かれています．
このような場合，Φ1CとΦ2Cを電源に接続，ドライバチップからは 
Φ1→Φ2→Φ1→Φ2の順で駆動します

mbed祭りで希望者に配布した「PM25S-024」
には説明書がついていましたが，上記を参考にし
て繋いでみてください


